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液体金属における局在電子状態





(1) 遷移金属 (FIβ,Co,Ni) ; 局在 LIL電子の寄与があらわであ る物性
の例 として比熱の鹿が Cuのそれ よV)も敦 cavJm｡1多いことを示 したご)
又, Hlet/ktlLgaW a や Urbain と UbeltlCkerの Ni,C｡の固体液 体の画板率
のデータを引用 し,融解後も f3ohrr招,gln∈:ton numt･erが温度に対 して連続
m(∋1t
であることか ら, I.C.C -→ molten str･uctareではま電子の寄与のし
かたが変らないことを示唆した≡)･5)又, Niの電気抵抗両こついての著者の
データから, ps- pLのとびが主 として SI S散乱による変化 として考え,
4)
S- a_散乱は変化しない と考え ると実験 データが定性的に合 うことを示 した.
･最近の Takeuchi,Suzuki,Tariaki,Yan8.0の iiq_uid･Niに対す る
a(K)を湘定し,Cuの a(K) と余 り変 りないことをみいだしてい ることを附
5)
記す る｡
(2) 遵移金巌稀薄合金 ; この物蟹かこ対す る主な目的は Fried_e1-And.-
erson流の第 0近似におけ るVirtua/i tounclstateが液体状態:ではどの
ようになるかについて著者の実験を*心にのべた o






8.の形を決めたO又,電気抵抗の測定値 と F`riedel'sum rule とから
6),7)
Ⅴ .b∴S.-にある局在電子の数を求めた.
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フェル ミ面のボケに関する考察･
東北大 丁金研 竹 内 栄
伊 藤 文 武
液体金属においては電気抵抗か ら求めた平均 自由行路が平均原子間距魔 と同
程質になるものが少な くない O この ような場合 ,不確定性原理によって フiルI
ミ波数 kF.a)ヲ票 りのボケを生ず るであろ うことが予想され るOこのことは実
際 Hg,Bi については陽電 子対消減実験で確認されてい る｡
我 々はこのよ うなボケの存在が イオン間ポチシシャJV,伝導現象等の静物性
にどの ように的適 してい るかを明 らかにす るため･今回は B,709の Knight⊥∫
shiftの不純物元素によ る影哲 を調べて見た . (図 1,表 1)
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